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株主のみなさまには平素より格別のご高配を賜り、

厚くお礼申しあげます。

2024年度中間連結会計期間（2024年4月～9月）の

事業環境といたしましては、引き続き社会のデジタ

ル化や脱炭素化を背景にエレクトロニクスや自動車

関連の投資が堅調に推移いたしました。生産面に

おきましては、受注残高の消化および生産負荷の平

準化に向けて、要員の増加、生産スペースの拡大、

外注の活用により国内の生産能力増強に取り組ん

でまいりました。経営成績といたしましては、受注

高は国内外で好調に推移し、前年同期比で9.5％増

加しました。売上高は国内の生産能力増強の効果

などにより、前年同期比で11.8％増加しました。エ

リアでは、日本と北米を中心に売上高が増加し、海

外売上高比率は55.9％（前年同期比3.0pt減）とな

りました。利益面につきましては、販管費が増加い

たしましたが、増収および原価率の改善により、営

株主のみなさまへ

業利益は前年同期比で41.2％増加、親会社株主に

帰属する中間純利益は48.3％増加しました。受注

高・売上高・利益面のすべてにおいて過去最高を

更新いたしました。

2024年度通期計画につきましては、中間連結会計期

間に大型案件の受注が集中したものの、引き続き高

水準の受注が見込まれることから、受注高の計画を

630億円から670億円（前年度比7.6％増）に上方修

正いたしました。売上高・利益面につきましては期初

計画から変更しておらず、売上高は650億円（同

4.6%増）、営業利益は70億円（同6.3%増）、親会社

株主に帰属する当期純利益は52億円（同4.6%増）

を計画しております。引き続き、国内の生産能力増強

により受注残高の消化を進めるとともに、高付加価

値製品の拡充により収益性の向上に取り組んでまい

ります。なお、配当金につきましては1株当たり年間

80円から変更しておりません。

株主のみなさまにおかれましては、一層のご支援を

賜りますよう心からお願い申しあげます。

代表取締役 執行役員社長　荒田　知
さとしあらた

代表取締役会長　石田　雅昭
まさあきいし だ
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